
日本都市計画学会３支部（関西・中国四国・九州）連携 

「南海トラフ巨大地震への備えを考える」高知シンポジウム 

 

日本都市計画学会３支部（関西、中国四国、九州）では、南海トラフ巨大地震が想定されてい

る紀伊半島、四国南部、九州東部に対し、災害に備えて段階的に準備を行い、災害時に被害を最

小化できるようソフト・ハード両面から地域特性にあった地域づくりをおこなう方策は、どうあ

るべきかの研究を進めています。 

本シンポジウムは、日本都市計画学会３支部が連携した研究交流活動の一環として、九州、関

西、四国において連続開催するものです。第１回は、九州の大分市にて開催（2014 年５月２４

日）し、第２回は、和歌山県田辺市にて開催（１０月２４日）しました。また、この２回のシン

ポジウムの中間総括を、東広島市の近畿大学工学部で開催された日本都市計画学会全国大会（１

１月１５日）のワークショップにおいて報告しました。そして、今回の高知は、最後のまとめ的

なシンポジウムとなるものです。 

しかし、東北での復興からも分かるとおり、復興は産業衰退、人口減少、高齢化といった深刻

な現代的課題も抱えており、目標とすべき復興の姿を見いだすことは容易ではありません。 

 そこで、本シンポジウムは、南海トラフ巨大地震への備えの有効な方法を見出すために、阪神

淡路大震災や東日本大震災の復興計画（マスタープラン）の概要を紹介し、そこでの課題や教訓

をもとに、特に、「事前復興まちづくり」を念頭に、被災した既存市街地や既存集落の復興のあ

り方について会場全体で議論します。 

 

１．日時、場所等 

日時：2015 年 1 月３１日（土）1４：０0～１７：０0 

場所：高知県立県民文化ホール ４階 第 6 多目的室（高知市本町４丁目 3-30） 

テーマ：「事前復興まちづくり」 

参加者：90 名 

入場：無料 

主催：公益社団法人 日本都市計画学会 中国四国支部・関西支部・九州支部 

共催：都市環境デザイン会議 

後援（予定）：高知県、高知市、日本建築学会四国支部、NPO 法人高知まちづくり支援ネットワーク、高

知新聞社、NHK 高知放送局、RKC 高知放送、KUTV テレビ高知、KSS さんさんテレビ 

 

２．シンポジウムの内容 

① 開会のあいさつ  （高井 広行 日本都市計画学会中国四国支部長） 

② 報告１―高知における事前防災対策 

（竹﨑 幸博 高知県危機管理部南海トラフ地震対策課長） 

③ 報告２－大震災被災地（市町村）の復興計画 

・阪神淡路大震災 （鳴海 邦碩 大阪大学名誉教授・本会元会長） 

・東日本大震災   （堀口 浩司 地域計画建築研究所・本会関西支部長） 

④ 全体討論―「事前復興まちづくりにおける被災既存市街地整備の復興プラン」 

・司会、解題   （大谷 英人 高知工科大学教授・本会中国四国支部幹事） 

・登壇講師を交えての討議 

⑤ 閉会のあいさつ   （重山 陽一郎 都市環境デザイン会議四国ブロック幹事） 

以上 



３．懇親会 

 

日時：1 月３１日（土）18：00～20：３0（予定） 

場所：よいち（高知市追手筋１－９－７ ☎ 050-5871-0411） 

会費：4,000 円（予定） 

参加予定者：15～20 名 

予約：下記にて予約をお願いします 

 

４．エクスカーション 

 

日時：2015 年２月１日（日）９：０0～１５：30（予定） 

集合場所：高知県立県民文化ホール前（高知市本町４丁目 3-30） 

参加者：10 名（予定） 

見学先：高知市及び中土佐町久礼 

交通手段：ジャンボタクシー＊（定員 9 名）及び、参加者が多い場合は、自家用車を利用 

スケジュール： 

9:00 出発 

  ↓ 

9:30～10：30 高知市種崎（漁村集落）と太平洋（桂浜） 

  ↓ 

12:00～14：00 中土佐町久礼（昼食を含む） 

  ↓ 

 15:30 解散（高知市内各所） 

 

＊ジャンボタクシーは定員 9 名のため、下記にて予約をお願いします。先着順とし定員になり次

第締め切ります。 

 

５．申込み方法 

 

準備の都合上、申し訳ありませんが、下表に出席（参加）するものに〇印をご記入し、下記の

ところまで、メールかファックスでご連絡をください。 

 

〒782-8502 高知県香美市土佐山田町宮ノ口 185 高知工科大学 大谷 英人 

メール otani.eijin@kochi-tech.ac.jp ファックス 0887-57-2420 

 

 

日本都市計画学会３支部連携・高知シンポジウム 

 

氏名                   

 

所属                   

 

連絡先（方法）              

＊ジャンボタクシー利用の可否等、こちらから連絡する際に用いますので、メールアドレス等、よろしくお願いします。 

１．シンポジウム  

２．懇親会  

３．エクスカーション  

４．ジャンボタクシー利用希望  


